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AI MANAGEMENT CONSULTING

AIを導入するのでは
ない。会社の知恵を
未来へつなぐ。

社長のためのAI相談室を入口に、経営課題、業務、情

報管理、AI活用の優先順位を整理する相談・診断・伴

走支援です。



WHY NOW

AI活用の壁は、技術よりも設計にあります。

PROBLEM

AI契約や研修だけでは、会社の力

になりにくい。

目的、情報管理、業務手順、評価指標が分かれて

いると、AI活用は個人の工夫で止まります。

POLICY

製品選定より前に、経営課題と判

断境界を整理する。

何をAI化し、何を人に残し、どの情報を守るかを

先に決めます。

1
着手点が不明

選択肢が多く、優先順位が決まらない

2
導入しても定着しない

個人利用で止まり、組織能力にならない

3
知恵が蓄積しない

対話や判断が個人の画面に閉じる

4
会社を理解しない

履歴・文化・判断基準が反映されない

目的 情報 業務 運用
会社の

能力
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APPROACH

相談入口から、会社が扱える判断材料へ。

AIを先に置くのではなく、会社の目的、文化、責任、情報管理から設計します。

目的整理 情報管理 業務分解 人とAIの役割 評価指標 戻れる条件

01

目的

何を改善し、何を守るか

を確認。

02

判断

AIに任せる範囲と人が担

う責任を分ける。

03

情報

外部入力、社内共有、保

存範囲を整理。

04

記録

修正や棄却も次の判断材

料として残す。

経営課題

目的・制約

診断

業務・情報

設計・実装

小さく試す

問い・判断・修正・根拠をクロニクルとして残す
個人の画面から、会社の知恵へ
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SERVICE MENU

相談から実装・定着まで、必要な段階だけ選べま

す。

AI経営相談後30日以内に上位サービスをご契約いただいた場合、相談料11,000円を初回費用へ充当し

ます。

メニュー 料金 扱う内容

15分事前相談 無料 原則オンライン方式で、相談テーマと支援範囲が合うかを確認しま

す。

AI経営相談 11,000円（税込・60分） 原則オンライン方式で、経営課題、AI適用候補、優先順位、次の一

歩を確認します。

AI導入診断 33,000円（税込・90〜120分） 業務、情報、運用体制を確認し、導入方針を診断レポートとして提

示します。

業務改善設計 110,000円（税込）〜 AIと人の役割、情報フロー、運用ルール、実装計画を設計します。

AI顧問 月55,000円（税込）〜 導入判断、運用レビュー、教育、改善を継続的に支援します。

企業知性構築 個別見積 会社固有の文脈、知識、判断、来歴を扱う長期的なAI基盤を設計し

ます。

確認 相談 診断 設計 顧問 構築

最初から大規模導入を前提にせず、価値が確認できる単位で進めます。
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PROCESS

診断し、試し、測り、必要なら戻る。

可逆性

戻れる条件を置く

失敗時に停止、修正、復元で

きる単位から始めます。

評価

成果と影響を分ける

時短だけでなく品質、共有、

判断、継承を見ます。

定着

運用へ落とす

教育、レビュー、手順化で個

人利用から組織能力へ移しま

す。

1

相談

2

診断

3

設計

4

実装

5

定着

6

発展

残すもの 問い 根拠 修正 次の条件
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OUTCOMES

時間削減だけを成果にしません。

VISIBLE OUTPUT

導入前に測定方法を決める

何が良くなったのかを、作業時間、品質、確認手

順、判断材料の4つに分けます。

ORGANIZATIONAL LEARNING

経験を次の判断へ渡す

成功例だけでなく、修正、棄却、迷い、未解決事

項も次の改善に戻します。

知識継承

判断支援

品質安定・共有

作業時間削減

時間 品質 共有 継承
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ENTERPRISE INTELLIGENCE

企業知性という、長期的な到達点。

AI番頭は実務導入へ、ブレインフルはより深い変革・継承・組織学習へ、クロニクルスタックは会

社の記憶基盤へ接続します。AI経営コンサルティングは、その前段で課題と順序を整理する入口で

す。

入口

AI経営相談

課題、範囲、優先順位を

整理。

実務

AI番頭

業務導入と運用設計へ接

続。

変革

ブレインフル

組織学習と継承の深掘り

へ。

基盤

クロニクル

来歴を会社の記憶として扱

う。

企業知性
Company Intelligence

Kazane(風音) Ayana(彩音)

Sayane(紗綾音) クロニクル

業務意図を実行基盤へ 文脈保持

共同思考・差異監査 関係・判断・経験の来歴
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FIRST STEP

最初に必要なのは、AI製品の選定ではありませ

ん。

1 15分事前相談

原則オンライン方式で、相談テーマと支援範囲

を確認します。

2 AI経営相談

原則オンライン方式で、現状、課題、優先順

位、次の一歩を整理します。

3 必要な範囲だけ契約

診断、設計、顧問、企業知性構築へ進みます。

無料枠で解決策や実装設計まで提供するもの

ではありません。まず支援範囲の適合を確認

します。

NOT SALES FIRST

特定製品の販売導線

ではありません。

HUMAN CONTROL

AIに経営判断を代行

させません。

INFORMATION CARE

会社情報を無条件に

外部AIへ入力しませ

ん。

相談

入口確認

info@zyxcorp.jp
AI経営コンサルティングについて
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